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研究成果の概要（和文）：中度・重度知的障害児(者)91名を対象に、筆談援助法にて書字した「言いたいこと」
の内容を単語レベルで抽出しその特徴を分析した結果、共通して「仲間意識」と「障害受容」について考えてい
ることが示唆された。いずれの障害種別においても抽出語の内容から「自分の考えや言いたいことはあるが、表
出する段階でうまくいかない」という特徴があり、表出言語の少ない中度・重度の知的障害児(者)に「内言」が
ある可能性が推察された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine the possibility that moderately and severely 
intellectual disabilities children and persons have “internal speech”. The contents of what I want
 to say "written by facilitated communication was examined using quantitative text analysis. The 
results of the analysis of the extracted words of 91 children and persons with moderate to severe 
intellectual disabilities suggested that they were thinking about "companionship" and " disability 
acceptance” in common. A commom characteristic was that they wanted to say, but did not well when 
expressing them verbally. It was suggested that moderately and severely intellectual disabilities 
children and persons have “internal speech”. 

研究分野：特別支援教育

キーワード： 内言　中度・重度知的障害　筆談援助法　障害特性　内面的情報　自閉スペクトラム症　言語表出過程

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来、中度・重度の知的障害児(者)は、健常者と同等の会話をすることが難しいとされてきた。今回、中度・重
度知的障害児(者)91名の言いたいことや自分の考えである「内言」を援助付きの書字により読み取り分析した結
果、思考の特徴や障害特性についての内面的情報が得られ、自分の中に考えはあるが、表出する過程でのつまず
きがあることが推察された。近年、自閉スペクトラム症（ASD）の当事者研究により、内面的情報が得られ支援
に重要な役割を果たしているが、ほぼ知的障害のないタイプであり、知的障害のあるASD児(者)の内面情報を得
られたことは個に寄り添う支援やQOLの向上にとって意味のあることだと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
これまでの国内外の研究では、知的障害を伴う自閉症・ダウン症・肢体不自由児(者)等へのア
プローチは表出言語レベルに合わせた学習内容の検討、AAC（代替コミュニケーション）による
教育支援やその支援方法の研究が主となってきた。しかし，近年，当事者研究が進み、会話ので
きない重度の自閉症者が 50 音表によって「内言」を文章化し、作家として自閉症の抱える内面
や行動の理由など貴重な情報を提供し，自閉症への理解や支援へ多くの示唆を与えている(東田，
2014）。研究代表者は，これまで知的障害、自閉スペクトラム症や注意欠如・多動症（ADHD）、学
習障害（LD）等の発達障害を中心にその困り感や支援方法について研究を進めてきた。柴田（2011）
が重度の知的障害者とのコミュニケーション手段を研究する中で，指筆談という手法を用いて
言葉の表出を援助していることを知り，筆者は，これまで口に出して言う「外言」が難しい重度
知的障害者の場合は，ほとんど言及されてこなかった「内言（頭の中の言語による思考）」につ
いて着目した。予備調査を行った結果，有意味語の使用がない重度知的障害者であっても健常者
と同等のレベルの「内言」を有する可能性が考えられた（2022，大塚）。そこで，「内言」の表出
化により障害児(者)の内面（意思・考え）を直接知ることで SST 等の訓練的なアプローチからよ
り対象者の内面に寄り添った支援を行うことができるのではないかと考え、「内言」という新た
な視点から本研究を推進していく。 

 

２．研究の目的 
 本研究の目的は、これまで表出言語によるコミュニケーションが難しいとされていた重度知
的障害児(者)が、健常者と同等レベルの「内言(頭の中での言語による思考)」を有している可能
性について、指筆談（柴田，2011）という手法により表出化された言葉を分析することを通して
検討することである。研究計画に沿い、（１）指筆談による知的障害児(者)の「内言」を記録し
個別にテキストデータ化する。（２）KHcoder（樋口，2014）を用いてテキスト分析し、「内言」
の特徴分析及び、自閉スペクトラム症，知的障害，肢体不自由等の障害種別における「内言」の
特徴を検討。（３）研究成果について論文や学会発表，研修会等を開催し社会に還元していく。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，前述の目的を達成するために研究期間内に以下の内容を実施した。 
（１）自閉スペクトラム症・ダウン症・肢体不自由等を含む中度以上の知的障害児(者)で、研究
協力を了承した者を対象とし指筆談を行い、対象者が語った言葉を記録・収集する。 
（２）全対象者の内言の記録を記入した個別 word 文書を作成，全 Word 文書をテキストデータ化
する。２年間で 70 名分の記録をテキストデータ化し、抽出語の処理を行う。 
(３）KHCoder を使用し「内言」における頻出度の高い抽出語を分析し、抽出語の共起関係の探
索を行い、障害種別の共通テーマや傾向を検討する。特に障害特性や内面の分析は KWIC コンコ
ーダンス（KWIC）を用いて語の文脈から検討する。 
(４)対象者やその家族を含め、広く学会や論文を通して研究の成果を公表するとともに、個の意
思に寄り添った支援を行う事例研究へと進めていく。 
 
４．研究成果 
（１）対象  
指筆談学習会に参加した知的障害児(者)で療育手帳Ａ取得の 76 名と療育手帳Ｂを取得の 15
名、計 91 名（男性 45 名，女性 46 名）を対象とした。生活年齢の範囲は、5～58 歳で平均年齢
は 20.75±11.80 歳であった。内訳は、10 歳以下 20 名、10 代 21 名、20 代 33 名、30 代 7 名、40
代 6 名、50 代 2 名であった。障害種別は、知的能力障害（以下ＩＤ）18 名、脳性まひ（以下Ｃ
Ｐ）13 名、自閉スペクトラム症（42 名以下ＡＳＤ）ダウン症 18 名である。 

（２）手続きと倫理的配慮 

202X年８月から202X年＋２年６月の期間に、公民館や施設等で指筆談学習会を８回行い、
参加した対象児(者)91 名に各 10 分～15 分程度の指筆談を行った。書字表出援助者（以下，援助
者）は４名で、援助者Ａ：指筆談を研究する大学教員，Ｂ：障害児個別支援を行う指導員、Ｃ：
指筆談を利用し障害児を育てた母親、Ｄ：障害児個別支援を行う支援員に依頼した。いずれも指
筆談を支援に用い，実践期間は５年以上である。本研究に際して、上田女子短期大学研究倫理委
員会の承認を得た（承認番号 2021－２）。指筆談学習会に参加した対象者やその家族には，事前
に書面にて研究概要を説明し、書面にて同意を得た上で参加することとした。感覚過敏がある場
合には，指筆談を短時間で行う、ペンと紙で行う、薄い手袋を着用するなどの対応や心身の不調
の場合は、中断し次の機会に指筆談を行うなどが可能であることを伝えた。 
（３）分析方法 

録画データを再生し、一字一句聞き取った通りに書き起こした。個人情報が特定されるような
単語や名詞などは省略や匿名化し、意味不明の語句や文は除外した。91 名分の逐語録をまとめ
た全テキストデータを KHCoder（Ver.3.0）で分析し、全テキストデータより 150 語の頻出語彙



を抽出し頻度表の作成を行った。抽出語を対象にサブグラフ法により抽出語の出現パターンの
似通った語（共起の程度が強い語）を線で結んだ共起ネットワーク図を作成した。ネットワーク
図から共通して語られていると考えられるテーマや語について検討した。次に、抽出語と障害種
別による対応分析を行い、特に障害特性や内面に関わる語については単語前後の文を KWIC を用
いて文脈や内容の観点から確認し、各障害間における言いたいことの特徴を検討した。 

 
（４）結果の抜粋 
①「内言」における抽出語の分類とカテゴリーの特徴 
全指筆談内容における総抽出語（出現した全ての語の延べ数）は 94,665 語，抽出語（語の種
類を示す数）は 25,036 語であった。この中から助詞や助動詞、人名，固有名詞、組織名等を省
き，2,171 語を抽出語として使用した。この中から、出現頻度の高い語を対象に共起関係を上位
60 に設定してサブグラフ検出法により作成した全テキストデータによる共起ネットワーク図を
作成した（図１）。４語以上から構成される４つのカテゴリーについて語の関連性からテーマを
つけた。各カテゴリーの中心的な語の KWIC からそれぞれの語の文脈を探り、テーマの特徴を表
す指筆談内容の一部を抜粋した（表１）。①カテゴリーに「生きる」「障害」「意味」「世の中」な
ど 10 の抽出語が見られた。これらの語と表２「－早く世の中が理解すれば障害の重い人も生き
る意味って何だろうってなどという間違った問いはなくなっていくに違いないと思う。僕も頑
張って生きていこうと思います。」等から①カテゴリーを【障害者として生きる意味】とした。
②カテゴリーは、「人」「言う」「心」「大切」「考える」など 11 の抽出語で形成されていた。これ
らの語と表１「－その人たちの心のような人を私たちはもっときちんと大事にしていかなけれ
ばいけないと思います。」等から②カテゴリーを【人の心にとって大切なこと】とした。③カテ
ゴリーは、「ダウン症」「生まれる」「子供」「仲間」など７の抽出語から形成されていた。表１「な
んだか、ダウン症の子供を産んだのは悪いことであるかのように言う人までいて、『今はもう検
査があるのだから生まれるはずないのにねぇ。どうしたのかしら。』などと言う人まで現れると、
まるでお母さんが悪いことをしたかのように言われてしまいます。」等から③カテゴリーを【ダ
ウン症として生まれた仲間】とした。図 1の④カテゴリーは、「話」「聞く」「言葉」「話す」など
７の抽出語で形成されていた。表１「私が何か一生懸命話すことで世の中が変わる気がするので
私は一生懸命話そうと思います。」「いろんな人の話をじっくりと聞かせていただきたいと思う
ので、よろしくお願いします。」等から、④カテゴリーを【話を聞く，言葉を話す】とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 言いたいことの共起ネットワーク（①～④はカテゴリー・円の大きさは出現回数を示す） 

 

② 障害種別における「内言」の分析と特徴 

図２に対応分析から見た障害種別の特徴を示す。寄与率の高い成分 1 の位置関係からＩＤと

ＣＰの抽出語は類似性が高く、ＡＳＤとダウン症の抽出語はやや異なっていると解釈した。 
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Coefficient: 

0.06 0.09  0.12  0.15 



表１ 言いたいことのテーマに関連する指筆談内容（一部抜粋） 

 

ダウン症を特徴づける語として、原点から離れた位置に「子供」「悲しい」「見る」「ダウン症」
などがある。「内言」抜粋文から「出生前診断についての悲しい気持ち」や「ダウン症の子供は
人の気持ちに敏感であること」等が語られていた。ＡＳＤを特徴づける語として「話す」「母」
「考える」「社会」「意味」などが認められた。抜粋文の「－話すのはやっぱり大変なことで話す
前に考えていたことが上手く言葉にはなっていきません。だって最初はちゃんとしていたもの
が心の中にあるのにそれを口から出すとどんどん少なくなっていくのでとっても困っています
が、指で書くとどうして消えていかないのでしょうか。」等からＡＳＤの特性である表出コミュ
ニケーションの困難さに関わる内容や心の中に考えがあることが語られていた。ＩＤを特徴づ
ける語として「差別」が布置され，抜粋文では「障害は差別を生んでしまうので差別は人に不幸
をもたらしてしまうので、やはり差別のない世の中を早くつくってほしいなと思っていますが、
そのためにも僕たちはちゃんと僕たちの障害をしっかり社会の中で表現する必要があるのかと
思います。」等から障害による差別をなくすことが語られていた。ＣＰを特徴づける語として「障
害」「仲間」が布置され，抜粋文から「同じ知的な障害があるとされる仲間がしっかりと団結し
て、世の中に『みんな間違っているよ。見てごらんなさい。僕たちは本当はこんなに深く物事を
考えて生きているんだから、そこのところをしっかりと考え直して、もう一度優しい社会を作り
直そうじゃありませんか。』というのが僕の主張になります。」や「私たちの仲間には早いうちに
亡くなってしまった人達がいるのですがそのことも付け加えていきたいと思います。多くの人
たちはまるでその命が存在しなかったかのような扱いを受けてしまいます。」等、ＣＰの人の特
性とも捉えられる短命のことについて取り上げられていた。 

カテゴリー

※ASD：自閉スペクトラム症　CP：脳性まひ　ID：知的能力障害（年齢）

②【人の心にとって
大切なこと】

③【ダウン症の仲間】

①【障害者として生
きる意味】

・ダウン症の心は人々の幸せを願う心で満ちています。（ダウン症　12age）

・なんだか、ダウン症の子供を産んだのは悪いことであるかのように言う人までいて、「今はもう検査が
あるのだから生まれるはずないのにねぇ。どうしたのかしら。」などと言う人まで現れると、まるでお母さん
が悪いことをしたかのように言われてしまいます。（ダウン症18age）

・今日は本当に話を聞きに来させていただいたという感じが強いので, この後もいろんな人の話をじっく
りと聞かせていただきたいと思うので、よろしくお願いします。（CP40age）

・ぼくも先輩の話は大好きです。だってこれから僕がどんなふうに生きていくのか、どんなふうに乗り越え
ていくのか心配ですが、そんなことを乗り越えてきた先輩の言葉に僕はとっても励まされるような気がす
るのでとっても聞いてみたいのです。（ASD13age）

・私が何か一生懸命話すことで世の中が変わる気がするので私は一生懸命話そうと思います。（ダウ
ン症38age）

④【話を聞く，言葉
を話す】

・特に最近はすぐに発達障害だと言ってその子大丈夫なんじゃないという子まで発達障害にされちゃう
んで、私は確かに20％しか伝わらないから、言われても仕方がないけれどもその子はただ単に先生が
嫌いなだけじゃないのという感じで本当に嫌だなあと思います。私は20％分ハンディはあると思うけど、
それだって障害って言われなきゃならないのかなといつも思っている。（ASD10age）

・私を見て私を大切にしてくれた人は今までもたくさんいたのですが, その人たちの心のような人を私た
ちはもっときちんと大事にしていかなければいけないと思います。こんな時こそ一番大切なものは何か
を私たちはよく知っているのでそういう大切なことを改めて自分たちの言葉で言いたいと思っています。
（ID38age）

・どうしても母さんにはちゃんと伝えておきたいことがあります。それはここまで育ててくれてありがとうご
ざいましたと言うことです。（ASD34age）

・全ての人たちが美しい心をもっているとやっぱり社会は救われるのでそういう方向に社会がむかえば
良いと思っています。（ID　54age）

・ダウン症の仲間が幸せに生きられる社会は、全ての人が幸せに生きられる社会だということをもう一
回改めて考え直したいと思いますし、コロナの今だからこそ改めて命とは何かを考える時に障害のある
人の命もまた同じ命として振り返ってもらえればいいと思っています。(ASD 33age)

・まとまってない意見を言ってしまいましたが、やはり生きる意味というのはとっても大事なことなので一
生懸命今考えているということです。（ASD28age）

指筆談内容（一部抜粋）

・全ての人が受け入れられる社会であれば、誰も障害って言われても大丈夫だし、障害っていう必要も
ないかもしれないし、「みんなちゃんと幸せに生きられるよ」ということを社会はもっと考えなくてはいけな
いのに、障害があると命に価値をつけられてしまうというのではみんな怯えて生きなくてはいけないとい
うことになります。(ASD 11age)

・みんなちゃんとしたことばを持っていてその言葉できちんと考えているんだと言うことを早く世の中が
理解すれば障害の重い人も生きる意味って何だろうってなどという間違った問いはなくなっていくに違
いないと思う。僕も頑張って生きていこうと思います。（ASD　13age）

・豊かな言葉を持ち、豊かな思いを待ち、豊かな人生を生きていた人たちを犯人は勘違いして殺して
しまいました(相模原事件)というのが本当の事実なのだから。　　　（ID　57age）

・僕は、自分では何にひとつできない、結構重い障害ではありますが、それでもたくさんの生きる意味を
日々感じながら生きていますので「そのことをしっかりと理解してもらわないと世の中はその間違いから
目覚められないのかな。」と思っています。(CP 40age)



図２ 対応分析から見る障害種別の特徴 

 

（５）「内言」における思考内容に共通する特徴と障害別の特徴のまとめ 

「内言」の分類による４つのテーマに共通しているのは，「仲間意識」と「障害受容」であっ
た。文中に「私たち」「自分たち」などの２人称が使われており、「仲間」という語も抽出語の上
位にあり、「仲間の言葉」という表現が見られることなどから、指筆談学習会に参加していた障
害のある他の人や社会で生活する障害児(者)の存在を意識し話したり、聞いたりしていること
が推察された。指筆談では「言葉」「考え」「考える」「理解」等の語が複数のカテゴリー内に認
められたことから，普段は表出がないが「内言」として思考している可能性が考えられる。失語
症や高次脳機能障害等の脳の損傷した人は，考えや思想を外部に発表したり、身体で表現したり
できなくなることがある。しかし、それは機能における障害であって実際は考える力や意志を全
く失ったわけではないと考えられており、中度・重度知的障害児(者)にも同様のケースがある可
能性が示唆された。 
障害種別の中で、ＩＤとＣＰは指筆談からの抽出語の内容に類似性がみられたが、ＩＤを特徴
づける抽出語「差別」について「内言」の抜粋文からは、「見た目に障害があるとわかることか
ら差別的な目を向けられる」という背景が推察される。ＣＰについても車いすで移動・生活して
いる対象者が多いことから外見で差別を受けるＩＤと同様の傾向があると考えられる。差別は、
人に不幸をもたらすため、差別のない世界を求めると同時に一方で、優しい心・差別のない目で
声をかけてくれる人がいることに支えられていることについても言及している。このことは、前
述したようにソーシャルインクルージョンの考え方を支持する方向と考えられる。 
ダウン症の出生前診断について当事者が考えを発信する機会は少なく、本研究において指筆
談による書字ではあるが、出生前診断についてダウン症者者からの考えを知ることができたこ
とは、１つの示唆を与える内的な情報提供であったと考えられる。ＡＳＤは、ＩＤ・ＣＰ・ダウ
ン症とは異なる抽出語の内容であったことの要因の１つとして外見が一見しただけで障害があ
ると分かりにくいことが考えられる。しかし、ＡＳＤを特徴づける語「話す」「聞く」「考える」
「社会」「言う」などのある抜粋文によれば「考えてはいるが言葉がうまく出てこないこと、考
えているのにうまく伝えられないこと、考えていることと違う言葉が口から出ること」等言葉が
あるのに表出しにくいという点、発話と書字に違いがある点が共通していると推察される。これ
は、今後の知的障害を伴う ASD の支援につながる示唆ではないかと考えられた。 
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